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巻頭メッセージ 

「地とそこに満ちるもの」 
センター理事長 青山昭一郎 

（改革派犬山教会長老） 

 

２０１９年４月を迎えました。皆様いかがお過ごしでしょうか。 

百万人の福音に「災害に向き合う教会」の特集が掲載されていました。これまでに日 

本列島は、地震、台風、豪雨災害に見舞われて来ました。様々な困難に合いながら 

も、被災された方々は懸命に生きて来られました。そのご苦労を主が顧みて下さいます

ようにお祈り致します。 

東日本大震災から８年が経過しました。東北の方が「あの日、あの夜のことは決して

忘れることは出来ません。停電の暗闇の中で、ラジオから流れる被災地の惨状を伝える

アナウンサーの声は今も耳に残っている。８年が過ぎ、被災地の状況も変わりつつある

ことは確かである。けれども失われたものは決して戻ることはない。自然は、人間が生

れるはるか前から、地震や、津波を繰り返していた。人間は、そんな自然の中に生きて

いる。」と話されていました。正にその通りであると思います。神様が導いて下さる日々

の歩みの中で、神様の御前で感謝と謙遜な思いをもって歩むことが、私たち人間の務め

であることを強く感じさせられました。 

 

地とそれに満ちているもの、世界とその中に住むものは主のものである。まことに主

は、海に地の基を据え、また、もろもろの川の上に、それを築き上げられた。 

（詩篇２４：１～２） 

 神様とは、世界を造られた方です。世界に存在するものすべて、世界に住んでいる人々

も、神のものです。２節には、神が世界の骨組みとなる部分を造られたと述べています。 

すべては神のもの。それに気づくと、生き方が変わります。私の持ち物も、私の能力

も、私の記憶も、私の未来も、神のものです。 

 

私たちの考えや思い、あるいは祈りなどの出発点はどのようなところにあるべきでし

ょうか。それは本来、最も重要なことであるはずです。しかし、人間は、そのように考

えずに、自分の欲望や自分の秘かな願いをその出発点とすることが多いのです。だから

世界の美しさも、力強さ、あるいは広大無辺であることなども、さらに、この世の災害



や苦難なども、それらは主のものだからこそ、主が意味を与えていると受け取ることが

できるのです。 

 そこに満ちるものとは、もちろん人間も含んでいて、私たちは、主の持ち物、神様の

御手の中にある存在であるから、一人ひとりの人間も当然深い意味を持っているという

ことに導かれます。一人ひとり自分勝手に生きているのではなく、本来は主のものです。 

 

 「地とそれに満ちているもの、世界とその中に住むものは主のものである。」 

この御言葉を思い巡らしたいと思います。 

 

私たちは信仰と希望と愛を主イエスからいただいています。希望は失望に終わること

はありません。静岡キリスト教盲人伝道センターが主に仕えることを学びつつ、皆様の

祈りに支えられてこの一年も歩んで行きたいと思います。 

          

                    

図書案内  （2018 年 12 月～2019 年 2 月までに製作完成した新製作図書） 

新音訳デイジー図書   

1 祈りの道  八木重吉詩撰集 八木重吉 2015 キリスト新聞社 43分 

2 カルバリの愛を知っていますか ｴﾐｰ・ｶｰﾏｲｹﾙ 2004 いのちのことば社 1時間 2分 

3 こころの診療室 山中正雄 2010 日ｷ教団出版局 2時間 49分 

4 １２の贈り物 世界でたったひとりのあなたへ ｼｬｰﾘｰﾝ・ｺｽﾀﾝｿﾞ 2003 ポプラ社 １９分 

5 
すべての壁をぶっ壊せ！ 

Rock'n牧師の丸ごと世界一周 
関野和寛 2018 

日本キリスト教団 

出版局 
1時間 37分 

6 とげとげの山姥 河村員子他 1984 教文館 5時間 4分 

7 二人の小さな家 クワイナー一家の物語７ ｼｰﾘｱ・ｳｲﾙｷﾝｽﾞ 2010 福音館書店 9時間 6分 

8 ペーパーバッグ・クリスマス K・ｱﾗﾝ・ﾐﾙﾝ 2016 
いのちのことば社 

ﾌｫﾚｽﾄﾌﾞｯｸｽ 
4時間 37分 

9 
三つのテーマで読む聖書 

キリスト・神の国・契約 
川端光生 2018 あかしあの木出版 4時間 29分 

10 森の小さな開拓地 ｸﾜｲﾅｰ一家の物語 3 ﾏﾘｱ・D ｳｲﾙｸｽ 2002 福音館書店 7時間 50分 

 



点訳図書 

1 生きる意味を求めてキリスト教哲学入門 稲垣久和 1998 いのちのことば社 2冊 

2 改革派教義学第 1巻 序論 牧田吉和 2013 一麦出版社 8冊 

3 失望しないで 求め続けるべき神の祝福 富岡愛美 2018 ヨベル 2冊 

4 自伝的伝道論 加藤常昭 2017 ｷﾘｽﾄ新聞社 3冊 

5 人生から期待される生き方 樋野興夫 2017 主婦の友社 2冊 

6 
天国で神様に会う前に 

済ませておくとよい８つのこと 
田頭真一 2018 東邦出版 3冊 

7 ひと言でいいのです 吉川直美 2013 いのちのことば社 1冊 

8 マンフレットの秘密 ｸﾙﾄ・ｻﾞｰﾚｯｶｰ 1976 いのちのことば社 3冊 

9 未知なる知者よ 塔 和子 1988 海風社 1冊 

10 
若者と生きる教会 

伝道・教会教育・信仰継承 
大嶋重徳 2015 教文館 2冊 

11 
わたしの信仰   

キリスト者として行動する 
ｱﾝｹﾞﾗ・ﾒﾙｹﾙ 2018 新教出版社 4冊 

12 日々の聖句 ﾛｰｽﾞﾝｹﾞﾝ 2019 ﾍﾙﾝﾌｰﾄ兄弟団 2018 ﾍﾞﾃｽﾀﾞ奉仕女 ２冊 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

            春の連休時のお知らせ 

   4 月 27 日（土）から 5 月 6 日（月）までの 10 連休は、暦通り休館となります。 

 

 

  会計報告（201９年度 1 月、2 月） 感謝いたします。 

  費 目 年間予算 1－2 月合計 ％ 
 

  費 目 年間予算 1－2 月合計 ％ 

 
献金：諸教派 1,400,000 250,960 12 

 
  事業費 2,295,000 483,993 21 

収 献金：改革派 5,500,000 782,394 11 
 

支 対外協力費 150,000 0   

  献金：静岡教会 850,000 283,000 33 
 

  一般管理費 5,680,000 854,053 15 

入 雑収入 0 2,802   
 

出 次月繰越 0 428,998   

  前年度繰越 447,888 447888   
 

  予備費(含基金) 72,888 0   

  収入合計 8,197,888 1,767,044 22 
 

  支出合計 8,197,888 1,767,044 22 

 



2019年１月～２月 献金感謝   （お名前は伏せさせていただきます）  

個人：25名、維持会員教会：6教会、諸派教会：20教会、団体：3団体 

改革派：18教会 

 

✾皆様からの尊いご献金のみで支えられています。心より感謝申し上げます。 

   ＊＊＊  ＊＊＊  ＊＊＊  ＊＊＊  ＊＊＊  ＊＊＊  ＊＊＊  ＊＊＊  ＊＊＊ 
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